
平
成
二
十
年
二
月
七
日
提
出

質

問

第

六

三

号

国
連
の
先
住
民
族
権
利
宣
言
を
受
け
て
の
我
が
国
政
府
の
取
り
組
み
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

63



国
連
の
先
住
民
族
権
利
宣
言
を
受
け
て
の
我
が
国
政
府
の
取
り
組
み
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

昨
年
九
月
十
三
日
に
国
連
総
会
の
本
会
議
で
採
択
さ
れ
た
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
（
以
下
、
「
先
住
民
族

宣
言
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
、
我
が
国
に
お
い
て
政
府
部
内
で
必
要
に
応
じ
て
、
「
先
住
民
族
宣
言
」
の
趣
旨
を
周
知

し
、
実
際
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
連
絡
（
以
下
、
「
連
絡
」
と
い
う
。
）
を
取
り
合
っ
て
き
て
い
る
旨
、
こ
れ
ま
で

の
答
弁
書
で
政
府
は
繰
り
返
し
述
べ
て
き
て
い
る
。
一
方
で
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
『
連
絡
』
に
関
し
、
政

府
と
し
て
、
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
が
「
連
絡
」
の
具
体

的
内
容
を
国
民
に
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。
政
府
は
「
先
住
民
族
宣
言
」
を
人
権
の
保
護
に
資
す
る
も
の

と
し
て
、
国
連
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
票
を
投
じ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
な
お
さ
ら
、
「
先
住
民
族

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
よ
り
積
極
的
に
情
報
を
開
示
し
、
国
民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
の
か
。

二

こ
れ
ま
で
の
答
弁
書
に
よ
る
と
、
「
先
住
民
族
宣
言
」
は
外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
よ
り
内
閣
官
房
、
内
閣
府
、
総
務

省
、
法
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
及
び
国
土
交
通
省
に
周
知
さ
れ
、
そ
の
後
右
の
府
省
と
「
連
絡
」
及
び
第
一
四

一



〇
回
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
当
時
の
貝
谷
俊
男
外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
国
際
社
会
協
力
部
人
権
難
民
課
長
の

答
弁
に
あ
る
「
御
相
談
」
に
類
す
る
相
談
（
以
下
、
「
相
談
」
と
い
う
。
）
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

外
務
省
を
除
く
右
の
七
府
省
に
お
い
て
、
「
先
住
民
族
宣
言
」
に
つ
い
て
の
施
策
を
担
当
し
、
「
連
絡
」
と
「
相
談
」
の
窓

口
と
な
る
部
署
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

二
の
八
府
省
の
中
で
、
「
先
住
民
族
宣
言
」
に
つ
い
て
の
施
策
の
実
施
及
び
「
連
絡
」
と
「
相
談
」
を
行
う
上
で
、
中
心

的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
ど
こ
か
。

四

「
先
住
民
族
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
政
府
は
国
際
的
に
確
立
し
た
定
義
が
存
在
し
な
い
と
の
理
由
で
ア
イ
ヌ
民
族
が
我
が

国
に
お
け
る
先
住
民
族
で
あ
る
か
ど
う
か
結
論
を
下
せ
な
い
旨
、
こ
れ
ま
で
の
答
弁
書
で
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇

七
年
十
月
三
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
は
、
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
固
有
の
文
化
を
発
展
さ
せ

て
き
た
民
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
、
ま
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
一
四
二
号
、

一
九
四
号
、
二
四
一
号
等
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
ヌ
民
族
が
「
民
族
」
、
「
少
数
民
族
」
、
「
原
住
民
」
に
該
当
す
る
旨

政
府
は
認
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
「
先
住
民
族
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
「
先
住
民
族
」
の
国
際
的
定
義

が
な
い
以
上
判
断
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
国
際
的
に
「
先
住
民
族
」
の
定
義
を
確
立
す
べ
く
、
政
府
が
積
極
的
な

二



役
割
を
果
た
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
国
連
本
会
議
や
種
々
の
国
際
会
議
等
の
場
で
、
世
界
各
国
で
い
わ
ゆ
る
先
住
民
族
と

見
な
さ
れ
て
い
る
人
々
や
専
門
家
・
学
者
等
を
呼
び
寄
せ
て
、
協
議
の
場
を
つ
く
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
等
、
「
先
住
民

族
」
の
国
際
的
定
義
の
確
立
に
向
け
て
政
府
が
主
導
的
役
割
を
果
た
す
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


